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 p.179～180 「第4-4 表 長期失業者の割合」（失業期間：１年以上）
（注）スウェーデンの 2005～2006 年は該当値なし。

各国ごとに統計上の失業者の定義が異なるため厳密な比較はできないが、失業者に
占める長期失業者の割合は、欧州大陸主要国で高い。2018 年の 1 年以上の長期失業者
の割合は、イタリア（59.0％）、ドイツ（41.4％）、フランス（40.4％）で 4割を超えて
いる。アメリカでは 1 年以上の長期失業者の割合は 2008 年の 10.6％から 2011 年の
31.3％へと急速に上昇した後、2018 年は 13.3％に低下した。
こうした動向の背景には、各国の経済成長率の差異等の景気動向のほか、雇用慣行

や政策制度面での差異など構造的な要因も影響していると考えられる。
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